
統
一
標
語

﹃
ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心
﹄

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
　
　
　
　
　

　
　
　
安
全
な
取
り
扱
い

秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
17

　
日
間
に
わ
た
り
、
全
道
一
斉

に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
寒

く
な
る
季
節
を
迎
え
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
発
生
す
る
火
災
を
防
ぐ
こ

と
が
目
的
で
す
。
火
災
に
よ
る
死

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、今
一
度
、

家
族
全
員
で
火
気
の
取
り
扱
い
の

話
し
合
い
や
暖
房
器
具
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
期
間
中
、

車
両
広
報
や
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

10

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
は
、
広
報
発
信
の

た
め
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k

を
開
設
し
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応
答
、

F
a
c
e
b
o
o
k
上
か
ら
の

緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一
切
受

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ

い
て
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://nfd119.sakura.ne.jp/

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
季
節

が
変
わ
り
一
段
と
冷
え
込
む
季
節

に
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
暖
房
機
器
か
ら
の
火
災

の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
使
用
時
の
注
意
事
項

①
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
、
紙

や
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い
。

④
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
と

接
触
し
な
い
よ
う
に
、
距
離
を
離

し
て
使
用
す
る
。

■
使
用
方
法
な
ど

①
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る

と
き
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行

う
。

②
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

③
煙
突
は
金
属
の
支
線
（
針
金
な

ど
）
を
使
用
し
て
固
定
す
る
。

④
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
火
が

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

⑤
使
用
す
る
前
に
は
、
十
分
な
点

検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い

る
場
合
は
専
門
業
者
へ
修
理
を
依

頼
す
る
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
に
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
災

害
案
内
の
問
い
合
わ
せ
は
︻
災

害
案
内
☎
0
1
4
2

－

23

－

7
1
7
1
︼
と
な
り
ま
す
の
で
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
利
用
く
だ
さ

い
。

　
も
し
も
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ

た
ら
、
私
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
？
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
の
手
当
な

ど
、
初
め
て
の
人
で
も
わ
か
り
や

す
い
講
習
内
容
と
な
っ
て
い
ま

救
命
講
習
の
ご
案
内

～
あ
な
た
に
救
え
る
生
命
が
あ
り
ま
す
～

す
。大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、

救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
知
識
と

技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
習
修
了
者
に
は
「
修
了
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
以
前
に
受

講
し
た
人
で
も
、
救
命
技
能
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
維
持
向
上
さ
せ
る

た
め
、
再
度
受
講
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
15
日
（
日
）
９

時
～
12
時

■
場
　
所　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
み
　
洞
爺
湖
支
署
警
防
救

急
係
（
☎
76

－

2
1
1
9
）

■
締
　
切
　
12
月
14
日
（
土
）
ま

で
（
定
員
20
人
）
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